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◆エネルギー密度が高い
国際線の航空機のように、長時間にわたり大出力を維持する大型輸送体では、エネルギー
密度の高いエネルギー源が必要。液体燃料は、同じ容積あたりにたくさんのエネルギーを詰
め込むことができるので、重量当たりのエネルギー密度が同等のガス燃料よりも、より長距離
を移動することができる。

◆常温・常圧で取り扱い可能
液体燃料は、タンク等で運搬できるなど可搬性に優れる。また、長期間の保管が容易で貯蔵
性に優れる。

運輸部門における液体燃料（バイオ燃料）の意義



◆原料は、植物、廃食油・油脂（動植物）、

都市ごみ（廃ガス含む）、微細藻類、など多様

◆二酸化炭素排出削減効果が期待される

◆既存の航空機、燃料供給インフラを使用可能（Drop in燃料）

SAFとは
(Sustainable Aviation Fuel/持続可能な航空燃料)
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国内におけるSAFの利用見込み

出所：資源・燃料分科会 脱炭素燃料政策小委員会（資源エネルギー庁）
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出所：NEDO HP 2022年度～2023年度成果報告書: 国内外におけるSAFの製造技術ならびに低ｺｽﾄ化技術に係る動向調査
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出所：資源・燃料分科会 脱炭素燃料政策小委員会（資源エネルギー庁）

SAFの原料・技術毎の今後の見通し

8





10

主な国内SAFプロジェクト

活用補助金財源：GX経済移行債

活用補助金財源：GX経済移行債

活用補助金財源：GX経済移行債

活用補助金財源：GX経済移行債

活用補助金財源：NEDO交付金

活用補助金財源：GI基金

SAF製造に向けた国内の動向



(1) 量

(2) コスト

(3)品質（燃料規格適合と、

GHG排出削減効果）

(4) Sustainability

(5) 早期商用化

SAF製造に求められるポイント
(Sustainable Aviation Fuel/持続可能な航空燃料)
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研究開発項目 研究開発テーマ 実施事業者

多様な原料を利用

可能なSAF製造技

術の開発

秋田県内木質資源・廃棄物を原料とする、

ガス化・FT 合成技術による分散型地産地

消SAF 製造技術

ユナイテッド計画株式会社

原料を拡大したガス化FT合成SAFおよび

eSAF製造可能性調査事業
東洋エンジニアリング株式会社

成田国際空港及び周辺地域における SAF 

地産地消の実現可能性調査
成田国際空港株式会社

革新的なSAF製造

技術の開発

木質バイオマス熱分解油と重質油のコプ

ロセッシング（共処理）による SAF 製

造技術開発

一般財団法人カーボンニュートラル
燃料技術センター
日揮触媒化成株式会社
ENEOS 株式会社
国立大学法人東京農工大学

SAF原料の多様化 ゴム種子油脂の SAF 原料化へ向けた事業

化調査 株式会社野村事務所

SAF等の安定的・効率的な生産技術開発事業

（本日、本セッションで報告される研究開発テーマ名と実施事業者）
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研究開発項目 研究開発テーマ 実施事業者

SAF製造に係
る技術開発

最先端のATJ (Alcohol to 
Jet)プロセス技術を用いたATJ実
証設備の開発と展開

出光興産株式会社

グリーンイノベーション基金事業/CO2等を用いた燃料製造技術開発
（本日、本セッションで報告される研究開発テーマ名と実施事業者）
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NEDO先導研究プログラム
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事業スキーム① （エネ環）
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事業スキーム② （国際共同研究）
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研究開発項目 研究開発テーマ 実施事業者

エネ環 液化アンモニアによる湿潤藻類
からの成分抽出技術の開発 一般財団法人電力中央研究所

エネ環 ＡＴＪに向けたソルガム糖蜜
の濃縮に必要な革新的技術
開発

名古屋大学、神戸大学、日東電
工株式会社

国際共同研究 油ヤシ残渣を利用する高エタ
ノール生産微生物の国際共同
研究開発

株式会社セツロテック、徳島大学

NEDO先導プログラム
（本日、本セッションで報告される研究開発テーマ名と実施事業者）
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NEDOプロジェクトを核とした人材育成、 
産学連携等の総合的展開
（NEDO特別講座） 
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NEDOプロジェクトを核とした人材育成、 産学連携等の総合的展開
（NEDO特別講座） 
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研究開発項目 研究開発テーマ 実施事業者

ＮＥＤＯプロ
ジェクトを核と
した人材育成、
産学連携等の
総合的展開

「環境と共生する新産業創出に向けた
人材育成講座―微細藻類を基点に
―」に係る特別講座 東京大学

NEDOプロジェクトを核とした人材育成、 産学連携等の総合的展開
（NEDO特別講座） 

（本日、本セッションで報告される研究開発テーマ名と実施事業者）
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バイオガス開発へのNEDOの取組
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メタン発酵による発電・熱利用

・メタン発酵による発電は、微生物による嫌気性発酵によって有機物を分解し、そ
の過程で発生するメタンなどを、ボイラ設備、発電設備に供給して発電する技術。
・原料となるバイオマスを受け入れた後、前処理設備で不純物を取り除く、メタン
発酵槽に投入することによって、メタンを主成分とするバイオガスが発生する。発
生したガスはガスホルダに蓄えられた後、ガスエンジンによるコージェネレーショ
ン発電が行われ、熱交換機を通して温水利用（熱利用）に供される。

出所： NEDO 再生可能エネルギー技術白書（第2版）
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メタン発酵によるバイオガスには、CO2が通常40～50％含まれる。バイオガ
スに対して、バイオメタネーション（水素を投入した状態でメタン発酵を
促進させる）技術を活用して、「バイオガス中のメタン濃度を上げる」と
ともに「CO2の発生を抑える」技術開発をNEDOでは行っている。
これにより、既存のガスインフラに適用できるガス品質に近づく。

バイオガスのメタネーションを通じたバイオメタン製造技術
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研究開発項目 研究開発テーマ 実施事業者

高効率なバイ
オメタン等転
換技術の開発

バイオメタネーション技術の開
発 水ｉｎｇエンジニアリング

株式会社

グリーンイノベーション基金事業／廃棄物・資源循環分野におけるカーボン
ニュートラル実現

（本日、本セッションで報告される研究開発テーマ名と実施事業者）
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脱炭素化・エネルギー転換に資する我が国
技術の 国際実証事業について
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研究開発項目 研究開発テーマ 実施事業者

実証設計 バイオエネルギーローカルサプライ
チェーンを実現するための未利用
資源からのバイオメタン製造システ
ム実証研究（インド）

エア・ウォーター株式会社、
Air Water India Private 
Limited

脱炭素化・エネルギー転換に資する我が国技術の国際実証事業

（本日、本セッションで報告される開発テーマ名と実施事業者）




